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１． 研究計画の概要 
本研究は新しい養殖魚、すなわち動

物性タンパク源を使用しないで成長
が可能な魚、の作出を図るとともに、
その魚を用いた完全閉鎖系における
養殖システムの構築を目指している。 

(1) 新しい養殖魚の作出 
 ①脂肪酸代謝酵素導入海産魚の作出とそ

の評価 
②成長ホルモン導入魚の作出とその評価 

(2) 飼育システムの構築 
①カセット式魚類飼育システムの開発 
②人工的な食物連鎖を利用した養殖におけ

る物質循環の研究 
③環境制御による魚類の成長促進 
④食品リサイクル原料を利用した養魚飼料

の開発 
⑤閉鎖生態観察キットの作製 

 
２． 研究の進捗状況 
(1) 新しい養殖魚の作出は順調に推移して
いる。①海産魚での遺伝子導入法を世界で
初めて樹立し、本法を用いて鎖長延長酵素
遺伝子を導入することに成功した。②成長
ホルモン遺伝子導入ティラピア(GHT)
を作出し、野生魚(YT)との比較を行っ
た結果、GHT ティラピアは YT ティラピ
アに比較して、高い飼料効率とタンパ
ク質効率を示すとともに、窒素および
リンの削減を図れることを明らかに
した。 

(2)飼育システムの構築は計画通り進行して
いる。①では個別飼育において水槽のサイ
ズを調整することで飼育魚の成長を妨げ

ずに魚体に傷の無い魚を生産できること
を明らかにした。②では飼育排水からタマ
ミジンコやスピルリナを生産することに
成功した。③では食品リサイクル原料を利
用した配合飼料を開発し、これまでの配合
飼料と同様に利用できることを示した。④
では低塩分飼育がトラフグ種苗生産に有
効であることを示した。⑤では児童・生徒
向けのタマミジンコ飼育法や数種の実験
法を考案し、実践した。 

 
３． 現在までの達成度 
②おおむね順調に推移している。 
すなわち、(1)の項目では、遺伝子導入

海産魚系統の樹立の前例がなく、作出その
ものに時間を要してしまったが、今後は得
られた魚を使って種々の解析がスムーズ
に進行すると期待される。(2)の項目では、
①から⑤までいずれも着々と成果が上が
っている。 

  また、これまでに公表した雑誌論文数や
学会発表の回数も順調である。 
 

４． 今後の研究の推進方策 
(1) 遺伝子導入魚の栄養要求性、特に脂肪
酸要求について解析するとともに、種々の
養殖適正（生残、成長、繁殖等）を明らか
にする予定である。また、高成長を示した
ティラピアでは体形に異常が見られその
原因究明を図る。 

 (2)飼育システムの構築においては今後②
の研究を遂行する。すなわち、スピルリナ
を主原料としたティラピア飼料の開発を
行う。また、希釈した海産魚飼育排水を用
いた野菜の水耕栽培に着手する。最終的に



は⑤として②でこれまで得られた物質循
環のデータおよび④で得られた飼育技術
を基に理科教材としても利用可能な閉鎖
循環型の水生生物飼育装置を構築する。 
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